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助
詞
ド
・
ド
モ
と
音
数
律
の
関
係
　
　
　
　
は
じ
め
に
　
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
す
接
続
助
詞
に
は
、
ド
と
ド
モ
の
二
種
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
既
に
幾
つ
か
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
例
え
ば
、
『
岩
波
古
語
辞
典
』
は
、
［
基
本
助
詞
解
説
］
の
ド
・
ド
モ
の
項
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
　
　
宣
命
や
祝
詞
な
ど
に
現
わ
れ
る
、
万
葉
集
よ
り
古
い
形
式
を
多
く
保
　
　
つ
上
代
語
で
は
「
ど
も
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
万
葉
集
で
は
「
ど
」
　
　
が
や
や
多
い
が
、
「
ど
も
」
と
の
比
は
六
対
四
程
度
で
あ
る
。
平
安
女
　
　
流
文
学
で
は
「
ど
」
が
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
　
　
古
い
用
法
を
多
く
伝
え
る
漢
文
訓
読
体
で
は
「
ど
も
」
が
多
い
。
こ
　
　
れ
ら
の
こ
と
は
「
ど
も
」
が
先
に
成
立
し
、
後
に
「
も
」
が
省
か
れ
　
　
て
「
ど
」
が
成
立
し
た
と
す
る
推
測
を
裏
づ
け
る
。
　
ま
た
、
『
古
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
の
ド
の
項
の
［
語
誌
］
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
。
間
宮
厚
司
　
　
係
助
詞
「
も
」
の
付
い
た
「
ど
も
」
と
同
意
だ
が
、
そ
の
関
係
を
見
　
　
る
と
、
上
代
で
は
、
万
葉
集
に
「
ど
」
が
多
く
、
続
日
本
紀
や
宣
命
　
　
で
は
ほ
と
ん
ど
「
ど
も
」
で
あ
る
。
中
古
に
な
る
と
、
漢
文
訓
読
で
　
　
は
ほ
と
ん
ど
「
ど
も
」
専
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
ど
」
は
仮
名
文
に
　
　
勢
力
を
保
ち
、
特
に
、
中
期
以
後
の
散
文
で
は
圧
倒
的
に
多
く
用
い
　
　
ら
れ
た
。
今
昔
物
語
集
に
は
「
ど
も
」
の
用
例
が
多
い
が
、
そ
れ
は
　
　
漢
文
訓
読
系
の
文
章
だ
か
ら
で
、
中
世
に
な
っ
て
も
、
漢
文
系
の
も
　
　
の
に
は
「
ど
も
」
が
優
勢
で
あ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ド
は
和
文
系
に
、
ド
モ
は
漢
文
訓
読
系
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
の
ド
モ
の
項
の
［
考
］
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。　
　
逆
接
確
定
の
助
詞
ド
モ
と
ド
に
は
、
男
性
語
・
女
性
語
と
い
う
位
相
　
　
の
差
が
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
確
実
で
は
な
い
。
　
さ
て
、
本
稿
は
、
ド
と
ド
モ
の
使
用
状
況
を
音
数
律
と
い
う
厳
し
い
制
約
の
枠
内
で
創
作
さ
れ
た
和
歌
に
つ
い
て
見
る
。
こ
う
い
っ
た
視
点
か
ら
一16一
の
研
究
は
、
今
ま
で
十
分
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
近
年
字
余
り
を
主
と
し
た
音
数
律
に
関
す
る
研
究
は
、
非
常
に
精
緻
な
段
階
に
進
ん
で
来
た
。
そ
こ
で
、
ド
と
ド
モ
は
音
数
律
と
の
関
係
の
中
で
一
体
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
実
態
を
探
っ
て
み
た
い
。
今
回
は
、
『
万
葉
集
』
と
『
古
今
集
』
を
調
査
し
、
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
　
最
初
に
、
『
万
葉
集
』
で
接
続
助
詞
の
ド
と
ド
モ
の
用
い
ら
れ
た
句
を
分
類
し
た
結
果
を
一
覧
す
る
。
な
お
、
東
歌
・
防
人
歌
と
い
っ
た
地
方
語
的
資
料
も
音
数
律
が
整
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
央
語
と
同
様
に
扱
っ
た
。
　
　
　
☆
『
万
葉
集
』
で
ド
を
用
い
た
句
の
類
別
｝
覧
　
〈
A
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
五
音
節
の
用
例
［
計
六
七
例
］
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ザ
　
セ
　
レ
　
ド
　
　
　
　
実
例
↓
可
謝
勢
例
将
（
万
五
・
八
四
六
）
　
〈
B
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
五
音
節
の
用
例
［
計
○
例
］
　
　
　
　
実
例
↓
ナ
シ
　
〈
C
＞
六
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
四
〇
例
］
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ト
　
ハ
　
イ
　
ヘ
　
ド
　
　
　
　
実
例
↓
比
得
波
伊
倍
騰
（
万
五
・
八
五
三
）
　
〈
D
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
七
音
節
の
用
例
［
計
｝
○
○
例
］
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ノ
　
チ
　
ヲ
　
シ
　
ケ
　
ド
　
　
　
　
実
例
↓
伊
能
知
遠
志
家
騰
（
万
五
・
入
〇
四
）
　
〈
E
V
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
用
例
［
計
三
八
例
］
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ロ
シ
ト
イ
ヘ
ド
　
　
　
　
実
例
↓
比
呂
之
等
伊
倍
将
（
万
五
・
八
九
二
）
　
〈
F
＞
八
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
四
八
例
］
　
　
　
　
　
　
　
ミ
レ
ド
ア
カ
ヌ
カ
モ
　
　
　
　
実
例
↓
見
礼
仔
安
可
奴
加
毛
（
万
一
五
・
三
六
〇
二
）
　
　
　
☆
『
万
葉
集
』
で
ド
モ
を
用
い
た
句
の
類
別
一
覧
　
く
G
V
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
五
音
節
の
用
例
［
計
｝
一
九
例
］
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ラ
メ
ド
モ
　
　
　
　
実
例
↓
見
良
目
仔
母
（
万
二
・
一
四
五
）
　
〈
H
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
五
音
節
の
用
例
［
計
○
例
］
　
　
　
　
実
例
↓
ナ
シ
　
〈
1
＞
六
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
一
例
］
　
　
　
　
　
　
　
シ
モ
　
オ
　
ケ
　
ド
　
モ
　
　
　
　
実
例
↓
霜
於
気
騰
母
（
万
一
八
・
四
＝
一
）
　
〈
J
V
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
七
音
節
の
用
例
［
計
四
六
例
］
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
メ
　
　
パ
　
フ
　
　
レ
　
ド
　
　
モ
　
　
　
　
実
例
↓
安
米
波
布
礼
仔
母
（
万
二
〇
・
四
四
四
二
）
　
〈
K
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
用
例
［
計
四
二
例
］
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ホ
　
ク
　
ア
　
レ
　
ド
　
　
モ
　
　
　
　
実
例
↓
於
保
久
安
礼
仔
毛
（
万
一
五
・
三
七
六
〇
）
　
〈
L
＞
入
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
六
例
］
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ
テ
ハ
ア
レ
ド
モ
　
　
　
　
実
例
↓
満
旦
播
阿
礼
等
母
（
万
五
・
八
九
四
）
　
〈
M
＞
四
音
節
の
字
足
ら
ず
の
用
例
［
計
一
例
］
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
ド
モ
　
　
　
　
実
例
↓
錐
苅
（
万
七
・
｝
二
九
三
）
　
こ
こ
で
、
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
ド
と
ド
モ
の
使
用
状
況
を
右
の
〈
A
＞
～
〈
M
V
の
句
ご
と
に
分
類
し
た
用
例
数
と
い
う
観
点
か
ら
比
較
す
る
と
、
①
～
⑥
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
　
①
〈
A
＞
と
〈
G
＞
か
ら
、
五
音
節
の
句
の
場
合
に
は
、
ド
の
使
用
［
六
七
例
］
よ
り
も
、
ド
モ
の
使
用
［
＝
九
例
］
の
方
が
二
倍
近
く
多
い
。
　
②
〈
B
＞
と
〈
H
＞
か
ら
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
五
音
節
の
場
合
、
ド
・
ド
モ
は
共
に
使
用
さ
れ
た
例
を
見
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
③
〈
C
＞
と
〈
1
＞
か
ら
、
六
音
節
の
字
余
り
に
使
用
さ
れ
る
の
は
、
ド
が
圧
倒
的
に
多
く
［
四
〇
例
］
、
ド
モ
は
僅
か
［
一
例
］
に
過
ぎ
な
い
。
一17一
　
④
〈
D
＞
と
く
J
V
か
ら
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
七
音
節
で
は
、
五
音
節
の
句
の
場
合
と
は
逆
に
、
ド
モ
の
使
用
［
四
六
例
］
よ
り
も
、
ド
の
使
用
［
一
〇
〇
例
］
の
方
が
二
倍
以
上
も
多
い
。
⑤
〈
E
V
と
〈
K
＞
か
ら
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
場
合
は
、
ド
［
三
八
例
］
と
ド
モ
［
四
二
例
］
で
、
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
⑥
〈
F
＞
と
く
L
V
か
ら
、
八
音
節
の
字
余
り
の
場
合
、
ド
モ
［
六
例
］
は
少
数
で
あ
る
の
に
対
し
、
ド
［
四
八
例
］
は
多
数
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
今
ま
で
は
、
『
万
葉
集
』
で
は
ド
モ
よ
り
も
ド
が
や
や
多
い
、
と
い
う
よ
う
に
全
体
的
な
数
の
比
較
を
た
だ
単
に
行
な
っ
て
い
た
だ
け
に
過
ぎ
ず
、
ド
と
ド
モ
の
使
用
状
況
の
実
態
を
厳
密
に
把
握
す
る
に
は
、
十
分
で
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
　
さ
て
、
〈
A
＞
の
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
五
音
節
の
場
合
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
を
ド
モ
に
置
き
換
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
例
え
ば
、
「
錐
」
字
は
『
万
葉
集
』
の
中
で
、
ド
・
ド
モ
の
い
ず
れ
に
も
訓
ま
れ
る
が
、
　
　
錐
伺
侍
（
万
二
・
一
八
四
）
を
、
サ
モ
ラ
ヘ
ド
モ
と
字
余
り
に
訓
む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
句
中
に
単
独
の
母
音
音
節
（
ア
・
イ
・
ウ
・
オ
）
を
含
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
は
サ
モ
ラ
ヘ
ド
以
外
の
訓
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
次
に
示
す
句
に
つ
い
て
、
諸
注
は
オ
ホ
カ
レ
ド
と
訓
み
、
そ
れ
が
最
も
素
直
な
訓
み
方
で
あ
ろ
う
が
、
桜
楓
社
版
『
万
葉
集
』
は
、
　
　
錐
多
有
（
万
四
・
六
九
一
∀
に
、
サ
ハ
ニ
ア
レ
ド
の
訓
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
訓
み
方
は
、
単
独
母
音
ア
が
句
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
本
居
宣
長
【
『
字
音
仮
名
用
格
』
（
お
を
所
属
弁
）
】
の
見
出
し
た
字
余
り
の
条
件
を
満
た
す
。
よ
っ
て
、
サ
ハ
ニ
ア
レ
ド
と
訓
む
な
ら
ば
、
〈
A
＞
で
は
な
く
＜
C
＞
の
六
音
節
の
字
余
り
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
こ
は
オ
ホ
ク
ア
レ
ド
と
訓
ん
で
、
〈
C
＞
に
入
れ
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
こ
れ
は
二
一
四
七
番
歌
の
「
錐
大
有
」
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
　
〈
C
＞
の
六
音
節
の
字
余
り
は
六
〇
例
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
五
九
例
に
つ
い
て
は
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
。
そ
し
て
、
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
の
は
、
次
の
一
例
の
み
で
あ
っ
た
。
　
　
二
人
行
好
（
万
二
・
一
〇
六
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
昭
広
【
「
万
葉
集
短
歌
字
余
考
」
（
『
文
学
』
昭
和
二
一
年
五
月
）
】
の
提
唱
し
た
字
余
り
の
法
則
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
説
明
が
付
く
。
す
な
わ
ち
、
　
　
イ
　
　
ヘ
ビ
　
　
ヒ
　
キ
　
テ
　
　
伊
幣
圷
由
伎
旦
（
万
五
・
七
九
五
）
の
よ
う
に
、
イ
列
音
の
後
に
ヤ
行
音
の
来
る
も
の
は
、
半
母
音
y
は
母
音
i
に
近
い
た
め
、
同
母
音
が
連
続
し
て
い
る
状
態
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
字
余
り
が
許
さ
れ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
フ
タ
リ
ユ
ケ
ド
は
り
の
後
に
ユ
が
続
く
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
許
さ
れ
る
字
余
り
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
一
〇
六
番
歌
の
問
題
の
句
の
表
記
は
、
「
二
人
行
粁
」
で
あ
る
か
ら
、
フ
タ
リ
ユ
ケ
ド
と
訓
ま
ず
、
フ
タ
リ
イ
ケ
ド
と
単
独
母
音
イ
を
含
む
訓
み
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
　
〈
E
＞
の
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
場
合
は
、
ド
で
は
な
く
ド
モ
の
方
を
選
択
し
て
、
字
余
り
に
し
て
も
よ
さ
そ
う
な
句
例
も
あ
る
。
一18一
例
え
ば
、
　
　
錐
見
不
飽
乎
（
万
四
・
六
三
四
）
の
場
合
、
ミ
レ
ド
ア
カ
ヌ
ヲ
と
訓
ま
ず
に
、
「
錐
」
字
を
ド
モ
と
訓
み
、
ミ
レ
ド
モ
ア
カ
ヌ
ヲ
と
い
う
句
中
に
単
独
母
音
ア
を
含
む
訓
み
方
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
ド
を
ド
モ
に
し
て
ま
で
、
字
余
り
に
す
る
必
要
性
は
、
⑥
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
特
に
積
極
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。
結
論
と
し
て
は
、
ミ
レ
ド
モ
ア
カ
ヌ
ヲ
の
訓
は
蓋
然
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
る
。
な
お
、
〈
F
＞
の
八
音
節
の
字
余
り
は
、
全
例
と
も
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ん
で
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
〈
G
V
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
た
例
の
う
ち
、
　
　
乱
友
（
万
二
・
一
三
三
）
の
句
は
、
ミ
ダ
ル
ト
モ
（
他
に
サ
ヤ
ゲ
ド
モ
や
マ
ガ
ヘ
ド
モ
な
ど
）
の
訓
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
未
だ
に
決
着
を
見
な
い
箇
所
で
あ
る
が
、
筆
者
は
真
淵
の
サ
ワ
ケ
ド
モ
の
訓
を
支
持
す
る
［
拙
論
【
「
小
竹
の
葉
は
み
山
も
さ
や
に
乱
友
」
（
万
葉
集
一
三
三
番
）
の
訓
釈
に
つ
い
て
（
鶴
見
大
学
紀
要
二
五
号
、
国
語
・
国
文
編
、
昭
和
六
三
年
三
月
）
】
参
照
］
。
　
ま
た
、
諸
注
テ
ラ
セ
ド
モ
と
訓
む
、
　
　
錐
照
（
万
二
・
二
一
一
）
の
句
を
、
桜
楓
社
版
『
万
葉
集
』
は
、
テ
ラ
セ
レ
ド
と
訓
む
が
、
そ
の
訓
み
に
従
え
ば
、
ド
を
用
い
た
句
の
く
A
V
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
そ
し
て
、
唯
一
の
字
足
ら
ず
の
例
と
し
て
く
M
V
に
挙
げ
た
、
　
　
錐
苅
（
万
七
・
一
二
九
三
）
は
諸
注
カ
レ
ド
モ
で
あ
る
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
万
葉
集
』
は
、
カ
リ
ツ
ト
モ
と
訓
む
。
　
こ
の
よ
う
に
、
少
数
の
例
に
関
し
て
は
、
認
定
の
仕
方
に
問
題
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
が
先
に
整
理
し
た
結
果
全
体
を
根
底
か
ら
覆
し
、
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
に
は
、
ま
ず
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
二
続
い
て
、
『
古
今
集
』
で
得
ら
れ
た
ド
と
ド
モ
の
結
果
を
一
覧
す
る
。
　
　
☆
『
古
今
集
』
で
ド
を
用
い
た
句
の
類
別
一
覧
〈
N
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
五
音
節
の
用
例
［
計
二
四
例
］
　
　
　
実
例
↓
し
の
ぶ
れ
ど
（
古
今
・
六
三
三
）
〈
0
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
五
音
節
の
用
例
［
計
○
例
］
　
　
　
実
例
↓
ナ
シ
〈
P
＞
六
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
三
例
］
　
　
　
実
例
↓
海
は
あ
れ
ど
（
古
今
・
五
九
五
）
〈
Q
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
七
音
節
の
用
例
［
計
一
入
例
］
　
　
　
実
例
↓
年
は
来
ぬ
れ
ど
（
古
今
・
三
三
八
）
〈
R
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
用
例
［
計
二
例
］
　
　
　
実
例
↓
い
つ
く
は
あ
れ
ど
（
古
今
・
一
〇
入
八
）
〈
S
＞
八
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
三
例
］
　
　
　
実
例
↓
秋
に
は
あ
ら
ね
ど
（
古
今
・
一
九
三
）
　
　
☆
『
古
今
集
』
で
ド
モ
を
用
い
た
句
の
類
別
一
覧
〈
T
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
五
音
節
の
用
例
［
計
二
九
例
］
　
　
　
実
例
↓
知
ら
ね
ど
も
（
古
今
・
三
五
三
）
〈
U
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
五
音
節
の
用
例
［
計
○
例
］
　
　
　
実
例
↓
ナ
シ
一19一
　
〈
V
＞
六
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
○
例
］
　
　
　
　
実
例
↓
ナ
シ
　
〈
W
v
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
七
音
節
の
用
例
［
計
一
〇
例
］
　
　
　
　
実
例
↓
人
は
く
れ
ど
も
（
古
今
・
七
四
二
）
　
〈
X
＞
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
用
例
［
計
四
例
］
　
　
　
　
実
例
↓
鳴
け
ど
も
い
ま
だ
（
古
今
・
五
）
　
〈
Y
＞
八
音
節
の
字
余
り
の
用
例
［
計
○
例
］
　
　
　
　
実
例
↓
ナ
シ
　
『
古
今
集
』
は
、
『
万
葉
集
』
に
比
べ
て
用
例
数
が
多
く
は
な
い
も
の
の
、
『
万
葉
集
』
で
得
ら
れ
た
結
果
と
大
き
く
食
い
違
う
点
は
、
特
別
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
『
古
今
集
』
の
〈
N
＞
～
〈
Y
＞
の
結
果
を
見
て
、
⑦
～
⑫
に
ま
と
め
る
と
、
　
⑦
〈
N
V
と
く
T
V
か
ら
、
『
万
葉
集
』
と
同
様
に
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
五
音
節
の
場
合
は
、
ド
モ
［
二
九
例
］
の
方
が
ド
［
二
四
例
］
に
比
べ
若
干
優
勢
に
な
っ
て
い
る
。
　
⑧
〈
O
V
と
〈
U
＞
か
ら
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
五
音
節
の
用
例
は
、
『
古
今
集
』
に
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
⑨
〈
P
＞
と
〈
V
＞
か
ら
、
六
音
節
の
字
余
り
は
、
ド
の
例
が
三
例
と
少
な
い
の
で
断
定
は
出
来
な
い
が
、
『
万
葉
集
』
と
同
じ
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。　
⑩
〈
Q
＞
と
〈
W
＞
か
ら
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
七
音
節
の
場
合
は
、
ド
［
一
八
例
］
の
方
が
ド
モ
［
一
〇
例
］
よ
り
も
約
二
倍
多
く
、
こ
れ
は
先
の
『
万
葉
集
』
の
時
と
似
た
傾
向
に
あ
る
。
　
⑪
〈
R
＞
と
く
X
V
は
、
用
例
数
が
少
な
く
、
確
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
　
⑫
〈
S
V
と
〈
Y
＞
か
ら
、
八
音
節
の
字
余
り
の
場
A
口
は
、
六
音
節
の
字
余
り
の
場
合
と
同
じ
で
、
ド
は
三
例
あ
る
が
、
ド
モ
の
例
は
こ
ち
ら
も
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
　
結
局
、
『
古
今
集
』
の
ド
と
ド
モ
も
、
『
万
葉
集
』
の
時
と
全
体
と
し
て
は
変
わ
ら
ぬ
傾
向
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
み
な
が
ら
、
字
余
り
に
な
る
場
A
口
と
な
ら
な
い
場
合
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
区
別
し
た
字
余
り
に
関
す
る
考
察
は
、
近
年
、
毛
利
正
守
が
精
力
的
に
進
め
て
お
り
、
本
稿
も
そ
の
方
法
論
【
「
万
葉
集
に
於
け
る
単
語
連
続
と
単
語
結
A
ロ
体
」
（
『
万
葉
』
一
〇
〇
号
、
昭
和
五
四
年
四
月
）
～
「
万
葉
集
の
五
音
句
と
結
句
に
於
け
る
字
余
り
の
様
相
」
（
『
万
葉
集
研
究
』
第
一
七
集
、
平
成
元
年
＝
月
）
｝
を
参
考
に
し
、
採
用
し
た
。
三
　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
万
葉
集
』
の
訓
読
を
考
え
て
行
く
際
に
、
多
少
と
も
役
立
つ
場
合
が
出
て
来
る
よ
う
に
思
う
。
　
一
例
を
示
す
と
、
　
　
ヤ
マ
ト
ニ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ヨ
ロ
フ
　
ア
メ
ノ
カ
グ
ヤ
マ
　
　
山
常
庭
　
村
山
有
等
　
取
与
呂
布
　
天
乃
香
具
山
…
（
万
一
・
二
）
の
第
二
句
目
「
村
山
有
等
」
の
訓
み
方
に
つ
い
て
、
佐
佐
木
隆
【
「
〈
村
山
有
等
〉
の
訓
」
（
『
文
学
』
昭
和
六
三
年
六
月
）
】
は
新
た
な
訓
を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
、
「
村
山
有
等
」
を
ム
ラ
ヤ
マ
ア
レ
ド
モ
と
訓
む
説
で
あ
る
。
「
等
」
字
は
、
『
万
葉
集
』
で
通
常
は
清
音
ト
の
音
節
に
当
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
村
山
有
等
」
は
用
字
上
は
、
ム
ラ
ヤ
マ
ア
リ
ト
と
訓
ま
な
け
れ
ば
な
ら
一20一
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
訓
み
で
は
、
　
　
ク
ニ
ハ
　
シ
　
モ
　
　
サ
ハ
ニ
ア
レ
ド
モ
　
　
国
者
思
毛
　
沢
二
難
有
（
万
丁
三
六
）
と
い
っ
た
逆
接
の
語
法
が
上
に
来
る
国
讃
め
の
歌
に
お
け
る
表
現
類
型
か
ら
、
外
れ
て
し
ま
う
。
な
お
、
ム
ラ
ヤ
マ
ア
リ
ト
は
、
助
詞
ト
の
用
法
や
機
能
の
面
か
ら
見
て
も
、
成
り
立
た
な
い
訓
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
佐
佐
木
隆
【
『
万
葉
集
』
二
番
歌
の
〈
村
山
有
等
〉
（
大
野
晋
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
本
研
究
⊥
言
語
と
伝
承
』
所
収
、
平
成
元
年
＝
一
月
、
角
川
書
店
）
】
に
詳
し
い
。
結
局
現
在
は
、
「
村
山
有
等
」
の
「
等
」
字
を
仕
方
な
く
、
例
外
的
に
ド
と
訓
ん
で
処
理
す
る
注
釈
書
が
多
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
登
場
し
た
の
が
、
新
訓
ム
ラ
ヤ
マ
ア
レ
ド
モ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
　
　
イ
　
ザ
　
コ
ド
モ
　
　
去
来
子
等
（
万
一
・
六
三
）
　
　
イ
　
セ
　
オ
ト
　
メ
　
ド
モ
　
　
伊
勢
処
女
等
（
万
一
・
八
一
）
の
よ
う
に
、
「
等
」
字
は
接
尾
語
ド
モ
に
使
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
問
題
の
「
村
山
有
等
」
の
「
等
」
字
を
借
訓
字
と
考
え
、
そ
れ
を
接
続
助
詞
の
表
記
に
利
用
し
た
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
よ
く
考
え
ら
れ
た
説
で
、
こ
れ
な
ら
ば
、
今
ま
で
難
点
と
な
っ
て
い
た
原
文
の
文
字
と
、
国
讃
め
の
歌
の
表
現
と
の
間
に
生
じ
て
い
た
困
難
を
、
一
挙
に
解
消
し
得
る
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
全
く
問
題
が
な
く
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
既
に
示
し
た
『
万
葉
集
』
で
ド
モ
を
用
い
た
句
の
類
別
一
覧
の
〈
L
＞
を
考
慮
に
入
れ
て
み
る
と
、
句
中
に
ド
モ
を
含
む
入
音
節
の
字
余
り
は
、
次
の
六
例
に
限
ら
れ
、
そ
の
点
で
多
少
不
安
を
抱
か
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
ミ
チ
テ
ハ
ア
レ
ド
モ
　
④
満
豆
播
阿
礼
等
母
（
万
五
・
入
九
四
）
　
　
カ
シ
コ
ク
ア
レ
ド
モ
　
⑤
恐
有
等
母
（
万
六
・
九
二
〇
）
　
　
タ
ビ
ニ
ハ
ア
レ
ド
モ
　
◎
旅
者
安
礼
十
方
（
万
六
・
九
二
八
）
　
　
コ
ト
ア
ゲ
セ
　
ネ
ド
モ
　
④
事
上
不
為
友
（
万
七
・
一
一
＝
二
）
　
　
ト
キ
ニ
ア
ラ
ネ
ド
モ
　
◎
時
二
不
有
靹
（
万
七
・
一
二
六
〇
）
　
　
ハ
ル
ニ
ハ
ア
レ
ド
モ
　
⑦
春
者
錐
有
（
万
｝
○
・
一
八
三
八
）
　
ま
ず
、
④
は
前
掲
佐
佐
木
論
文
で
根
拠
と
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
ム
ラ
ヤ
マ
ア
レ
ド
モ
と
同
様
に
ア
レ
ド
モ
を
含
む
八
音
節
の
確
実
な
字
余
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
④
は
特
殊
な
句
で
、
　
　
ミ
チ
テ
ア
レ
ド
モ
　
　
満
而
錐
有
（
万
＝
二
・
三
二
四
八
）
　
　
ミ
チ
テ
ア
レ
ド
モ
　
　
満
難
有
（
万
＝
二
・
三
三
二
四
）
の
よ
う
に
、
ミ
チ
テ
ア
レ
ド
モ
が
普
通
（
ミ
チ
テ
ハ
ア
レ
ド
モ
と
助
詞
ハ
を
読
み
添
え
る
の
は
『
万
葉
集
』
の
表
記
の
原
則
か
ら
も
、
ま
ず
無
理
）
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
一
般
に
ド
モ
を
用
い
た
句
は
、
字
余
り
を
避
け
る
傾
向
が
強
く
、
字
余
り
に
な
る
場
合
に
は
、
　
　
ミ
チ
テ
ハ
ア
レ
ド
　
　
美
知
旦
波
安
礼
仔
（
万
二
〇
・
四
三
三
一
）
の
よ
う
に
、
ド
の
方
を
用
い
て
字
余
り
を
回
避
し
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
で
ド
モ
を
用
い
た
句
の
類
別
一
覧
の
〈
K
＞
を
見
る
と
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
例
は
、
四
〇
余
例
と
多
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
④
は
特
異
な
例
で
あ
り
、
こ
れ
を
根
拠
に
ム
ラ
ヤ
マ
ア
レ
ド
モ
の
字
余
り
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
の
は
、
か
な
り
危
険
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
う
。
　
ま
た
、
＠
以
外
の
残
り
⑤
◎
⑥
◎
⑦
は
、
ド
モ
を
用
い
た
八
音
節
の
字
余
り
で
、
い
ず
れ
も
単
独
母
音
を
句
中
に
含
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
⑤
～
㊦
は
全
て
一
首
の
結
句
に
来
て
い
る
点
で
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
結
句
に
字
余
り
が
多
く
見
ら
れ
る
事
実
は
、
既
に
木
下
正
俊
【
「
準
不
足
音
句
考
」
（『
恬
t
』
二
六
号
、
昭
和
三
三
年
一
月
、
後
に
『
万
葉
集
語
法
の
研
究
』
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所
収
ご
や
、
先
の
毛
利
正
守
に
よ
る
一
連
の
論
考
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
も
、
唯
一
結
句
で
な
い
④
は
、
や
は
り
特
殊
な
字
余
り
例
と
み
な
さ
れ
る
。
　
す
る
と
、
問
題
の
「
村
山
有
等
」
は
二
句
目
で
あ
り
、
句
中
に
単
独
母
音
ア
を
含
む
か
ら
と
い
っ
て
、
字
余
り
で
も
構
わ
な
い
と
単
純
に
考
え
、
ム
ラ
ヤ
マ
ア
レ
ド
モ
と
訓
ん
で
、
果
た
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
佐
佐
木
論
文
も
触
れ
て
い
る
が
、
「
等
」
が
借
訓
字
と
し
て
ド
モ
に
使
わ
れ
た
例
は
無
い
の
で
あ
り
、
「
村
山
有
等
」
の
「
等
」
を
ド
モ
と
訓
ま
せ
る
考
え
に
は
、
ど
う
し
て
も
何
か
不
自
然
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
。
苦
労
し
て
ド
モ
と
訓
ん
で
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
字
余
り
に
す
る
必
然
性
は
、
本
稿
の
助
詞
ド
・
ド
モ
と
音
数
律
の
関
係
か
ら
見
て
も
、
積
極
的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
有
等
」
は
正
訓
字
に
音
仮
名
が
続
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
そ
れ
で
は
、
「
村
山
有
等
」
の
句
は
一
体
ど
の
よ
う
に
訓
め
ば
、
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
諸
先
学
の
苦
労
し
た
点
は
、
逆
接
の
前
提
句
で
歌
い
出
す
国
讃
め
の
歌
の
表
現
類
型
に
何
と
か
合
致
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
通
常
は
清
音
ト
に
当
て
ら
れ
る
「
等
」
字
を
例
外
的
に
濁
音
ド
で
訓
み
、
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
す
助
詞
ド
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
す
助
詞
ド
・
ド
モ
が
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
常
に
濁
音
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
先
入
観
を
捨
て
て
再
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
単
語
に
よ
っ
て
は
、
時
が
経
つ
と
清
音
か
ら
濁
音
へ
と
変
わ
っ
て
行
く
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
。
　
山
口
佳
紀
は
、
ド
・
ド
モ
が
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
、
ト
・
ト
モ
と
清
音
に
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
【
「
条
件
表
現
形
式
の
成
立
」
（
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
所
収
の
四
五
四
頁
か
ら
、
多
少
長
い
が
引
用
す
る
）
】
。
　
　
　
大
野
晋
の
『
上
代
仮
名
遣
の
研
究
』
に
は
、
日
本
書
紀
に
お
い
て
、
　
　
か
な
り
よ
く
清
濁
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
論
証
さ
れ
て
　
　
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ト
の
部
の
乙
類
の
項
（
一
〇
二
頁
〉
を
見
る
と
、
　
　
　
　
清
音
仮
名
　
等
登
苔
騰
縢
藤
剴
都
　
　
　
　
濁
音
仮
名
廼
耐
　
　
と
な
っ
て
、
ト
乙
と
ド
乙
と
が
、
非
常
に
よ
く
書
き
分
け
ら
れ
て
い
　
　
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
異
例
と
さ
れ
る
の
は
、
次
の
五
例
に
　
　
過
ぎ
な
い
。
騰苔
　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
ド
（
ド
モ
）
片
づ
け
る
前
に
、
も
濁
音
で
あ
っ
た
と
い
う
通
念
が
、
り
立
っ
て
い
る
の
か
を
、
　
勿
論
、
な
例
も
あ
る
。
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
む
　
　
心
は
思
へ
耐
（
仁
徳
即
位
前
紀
）
木
立
薄
け
苔
（
推
古
紀
）
我
は
寝
し
か
騰
（
皇
極
紀
）
　
　
　
む
　
　
　
む
懸
か
め
騰
謀
（
顕
宗
紀
）
花
は
咲
け
騰
模
（
孝
徳
紀
）
な
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
生
れ
れ
騰
母
（
天
智
紀
）
　
　
　
　
　
　
　
異
例
と
さ
れ
た
も
の
が
、
す
べ
て
助
詞
　
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
偶
然
と
　
　
　
已
然
形
に
つ
く
ド
（
ド
モ
）
が
、
上
代
に
お
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
れ
ほ
ど
の
根
拠
を
も
っ
て
成
　
　
　
　
　
　
考
え
直
す
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の
よ
う
に
、
ド
（
ド
モ
）
と
濁
音
で
あ
る
こ
と
が
確
実
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む
　
　
　
ロ
　
　
　
　
人
は
言
へ
廼
毛
（
神
武
即
位
前
紀
）
　
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
濁
音
例
の
存
在
は
、
直
ち
に
清
音
例
の
存
在
を
　
　
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
き
の
異
例
が
、
已
然
形
に
つ
く
ト
（
ト
　
　
モ
）
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
く
解
消
す
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
　
　
ト
（
ト
モ
）
の
存
在
は
、
当
然
考
慮
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
　
以
上
の
山
口
説
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
『
万
葉
集
』
二
番
歌
第
二
句
「
村
山
有
等
」
の
「
等
」
字
は
素
直
に
ト
と
清
音
で
ム
ラ
ヤ
マ
ア
レ
ト
と
訓
み
、
意
味
は
ム
ラ
ヤ
マ
ア
レ
ド
同
様
、
「
多
く
の
山
々
が
あ
る
が
」
で
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
そ
う
す
る
と
、
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
一
字
一
音
の
表
記
を
主
体
と
す
る
巻
以
外
で
、
「
等
」
字
が
ド
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
外
と
し
て
、
佐
佐
木
が
前
掲
論
文
の
後
注
で
指
摘
し
た
、
　
　
恐
有
等
母
（
万
六
・
九
二
〇
V
も
、
従
来
は
カ
シ
コ
ク
ア
レ
ド
モ
（
カ
シ
コ
カ
レ
ド
モ
や
カ
シ
コ
ケ
レ
ド
モ
の
可
能
性
も
あ
る
）
と
訓
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
の
例
も
カ
シ
コ
ク
ア
レ
ト
モ
と
訓
み
、
〈
己
然
形
＋
ト
モ
V
で
も
っ
て
、
逆
接
の
確
定
条
件
を
表
わ
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
穏
当
か
も
し
れ
な
い
。
発
音
の
移
る
時
期
に
、
古
形
と
新
形
の
二
つ
の
形
が
並
存
す
る
こ
と
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
（
例
え
ば
、
助
詞
の
ソ
↓
ゾ
な
ど
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
・
ド
モ
は
元
々
ト
・
ト
モ
（
そ
の
ト
・
ト
モ
を
何
に
求
め
る
か
は
諸
説
が
あ
る
）
と
清
音
で
あ
り
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
、
稀
に
清
音
で
発
音
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
古
事
記
』
の
場
合
は
助
詞
ド
（
モ
）
を
濁
音
専
用
仮
名
「
将
（
母
）
」
の
み
で
、
統
一
表
記
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
佐
佐
木
は
「
恐
有
等
母
」
を
〈
終
止
形
＋
ト
モ
〉
で
カ
シ
コ
ク
ア
リ
ト
モ
と
訓
み
、
既
定
の
事
実
を
仮
定
的
に
ト
モ
と
表
現
す
る
所
謂
修
辞
的
仮
定
法
と
見
な
す
。
し
か
し
、
九
二
〇
番
歌
は
、
　
　
　
ア
メ
ツ
チ
ノ
　
　
カ
ミ
ヲ
　
ソ
イ
ノ
ル
　
　
…
天
地
之
　
神
乎
曾
疇
　
恐
有
等
母
（
万
六
・
九
二
〇
）
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
恐
有
等
母
」
の
「
等
母
」
は
ド
モ
（
実
際
の
発
音
は
ト
モ
の
可
能
性
有
）
で
訓
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
カ
ミ
ヲ
ソ
イ
ノ
ル
と
現
時
点
（
に
お
け
る
心
境
）
を
表
わ
す
句
と
呼
応
す
る
の
は
、
ト
モ
で
は
な
く
、
ド
モ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
ト
モ
の
場
合
は
将
来
の
事
柄
に
関
係
し
て
表
現
す
る
語
、
例
え
ば
、
ム
・
メ
ヤ
（
モ
）
・
ジ
・
ベ
シ
な
ど
と
呼
応
す
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
修
辞
的
仮
定
法
の
場
合
も
例
外
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
形
式
的
な
面
か
ら
見
て
、
動
か
な
い
事
実
で
あ
る
。
詳
細
は
、
拙
論
【
『
万
葉
集
』
の
ト
モ
と
ド
モ
（
『
学
習
院
大
学
上
代
文
学
研
究
』
一
四
号
、
平
成
元
年
三
月
）
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。
　
次
に
、
今
取
り
上
げ
た
「
村
山
有
等
」
と
「
恐
有
等
母
」
以
外
に
、
ド
（
モ
）
を
「
等
」
字
で
表
記
し
た
全
用
例
を
示
し
て
み
よ
う
。
　
　
ア
　
　
ソ
　
ベ
　
ド
　
モ
　
　
阿
蘇
倍
等
母
（
万
五
・
八
二
八
）
　
　
ア
　
ソ
　
ベ
　
ド
　
モ
　
　
阿
蘇
倍
等
母
（
万
五
・
八
三
六
）
　
　
ミ
チ
テ
　
ハ
　
ア
　
レ
　
ド
　
モ
　
　
満
旦
播
阿
礼
等
母
（
万
五
・
八
九
四
）
　
　
ミ
　
ニ
　
ハ
ア
レ
ド
　
　
身
ホ
波
在
等
（
万
五
・
九
〇
三
）
　
　
ア
　
ヤ
　
ホ
　
カ
　
ド
　
　
安
夜
抱
可
等
（
万
一
四
・
三
五
三
九
）
　
　
サ
ハ
ニ
ユ
ケ
ド
モ
　
　
佐
波
ホ
由
気
等
母
（
万
一
七
・
四
〇
〇
〇
）
　
　
ミ
レ
ド
モ
ア
カ
ズ
　
　
見
礼
等
母
安
可
受
（
万
｝
七
・
四
〇
〇
一
）
　
　
ア
　
マ
　
タ
　
ア
　
　
レ
　
ド
　
モ
　
　
安
麻
多
安
礼
等
母
（
万
一
七
・
四
〇
一
一
）
　
　
ク
サ
グ
サ
ニ
ア
レ
ド
　
　
種
ホ
有
等
（
万
一
九
・
四
二
五
五
）
　
　
タ
　
ビ
　
ト
　
オ
　
メ
　
ホ
　
ド
　
　
多
比
等
於
米
保
等
（
万
二
〇
・
四
三
四
三
）
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ワ
　
　
レ
　
　
ク
　
　
レ
　
　
ド
　
　
和
例
久
礼
等
（
万
二
〇
・
四
三
四
四
）
　
　
イ
　
　
ヌ
　
　
レ
　
ド
　
　
モ
　
　
伊
努
礼
等
母
（
万
二
〇
・
四
三
五
一
）
　
　
ヒ
ニ
ヒ
ニ
フ
ケ
ド
　
　
比
ホ
ー
ー
布
気
等
（
万
二
〇
・
四
三
五
三
）
　
　
ス
　
グ
　
ハ
　
ユ
　
ケ
　
ド
　
モ
　
　
須
具
波
由
気
等
母
（
万
二
〇
・
四
三
七
八
）
　
　
ホ
　
　
ホ
　
　
マ
　
　
レ
　
ド
　
　
保
ー
麻
例
等
（
万
二
〇
・
四
三
八
七
）
　
　
タ
　
ピ
　
ト
　
ヘ
　
ド
　
　
多
娩
等
弊
等
（
万
二
〇
・
四
三
八
八
）
　
　
ヒ
　
ト
　
ハ
　
イ
　
ヘ
　
ド
　
　
比
等
波
伊
倍
等
（
万
二
〇
・
四
四
一
〇
）
　
こ
れ
ら
は
皆
、
一
字
一
音
の
表
記
を
原
則
と
す
る
成
立
の
比
較
的
遅
い
巻
に
集
中
し
て
お
り
、
巻
五
・
一
四
・
一
七
・
一
九
・
二
〇
に
お
い
て
は
、
「
等
」
字
は
濁
音
ド
の
音
節
に
当
て
ら
れ
る
用
例
が
助
詞
ド
（
モ
）
以
外
に
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
「
等
」
「
等
母
」
を
そ
の
ま
ま
単
純
に
清
音
ト
・
ト
モ
と
見
る
こ
と
は
勿
論
出
来
な
い
が
、
そ
の
全
て
が
濁
音
ド
・
ド
モ
で
あ
っ
た
と
も
、
簡
単
に
は
断
言
出
来
ま
い
。
お
わ
り
に
　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
助
詞
ド
・
ド
モ
と
音
数
律
と
の
関
係
の
様
相
は
、
句
ご
と
の
用
例
を
見
る
こ
と
で
、
大
分
は
っ
き
り
と
し
て
来
た
よ
う
に
思
う
。
こ
の
結
果
は
、
「
三
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
の
訓
読
の
際
に
役
立
つ
場
合
も
出
て
来
る
。
そ
れ
は
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
か
ら
と
い
っ
て
、
無
条
件
で
字
余
り
に
し
て
訓
む
の
は
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
も
う
一
つ
例
を
示
す
な
ら
ば
、
　
　
ス
ミ
ヨ
シ
ト
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
ヨ
シ
ト
　
ワ
レ
ハ
オ
モ
ヘ
ド
　
　
住
吉
　
　
人
者
錐
云
　
在
吉
跡
　
吾
者
錐
念
…
（
万
六
・
一
〇
五
九
）
の
「
人
者
錐
云
」
を
諸
注
は
、
ヒ
ト
ハ
イ
ヘ
ド
モ
と
訓
む
が
、
桜
楓
社
版
『
万
葉
集
』
は
、
ヒ
ト
ハ
イ
ヘ
ド
と
字
足
ら
ず
に
訓
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
「
一
」
で
一
覧
し
た
結
果
を
見
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
．
ド
モ
を
用
い
た
六
音
節
の
字
足
ら
ず
の
例
は
皆
無
で
あ
る
が
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
七
音
節
の
用
例
は
、
ド
モ
を
用
い
た
句
で
四
〇
余
例
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
「
人
者
錐
云
」
は
ヒ
ト
ハ
イ
ヘ
ド
モ
が
正
し
い
訓
み
と
認
め
ら
れ
る
。
　
『
万
葉
集
』
は
、
か
な
り
細
か
い
部
分
に
ま
で
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
本
稿
で
行
な
っ
た
よ
う
に
個
々
の
事
実
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
揺
れ
て
い
る
解
釈
や
、
新
説
が
出
さ
れ
た
時
の
当
否
を
判
定
す
る
物
差
し
を
一
つ
一
つ
確
立
し
て
行
き
た
い
。
．
ま
た
さ
ら
に
、
『
古
今
集
』
以
降
の
勅
撰
集
に
つ
い
て
も
、
同
じ
線
上
に
乗
る
の
か
ど
う
か
、
調
査
を
続
け
よ
う
　
も
　
　
　
む
と
思
う
　
今
回
は
、
助
詞
ド
・
ド
モ
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
和
歌
と
い
う
音
数
律
上
の
制
約
の
も
と
で
、
い
か
な
る
語
が
選
択
さ
れ
る
の
か
、
よ
り
広
い
視
野
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
本
稿
は
、
そ
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
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